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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも顔料と、有機溶剤と、水とを含有する水性インクジェットインクにおいて、前
記有機溶剤として少なくとも沸点が１８０℃以上２６５℃以下かつ表面張力が２０ｍＮ／
ｍ以上３０ｍＮ／ｍ以下である有機溶剤を含み、一般式（３）であるシリコン系界面活性
剤を含み、さらに一般式（１）の化合物を含むことを特徴とする水性インクジェットイン
ク。
一般式（３）
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【化３】

（式中Ｒ4、Ｒ5は炭素数１～６のアルキレン基であり、Ｘ1、Ｘ2は一般式（４）で表され
るポリエーテル（ポリオキシアルキレン）基である。ａは１０以上８０以下の整数を表す
。
一般式（４）

【化４】

（式中、Ｒ6は水素原子または炭素数１～６のアルキル基または（メタ）アクリル基であ
り、ＥＯはエチレンオキシド基であり、ＰＯはプロピレンオキシド基であり、ｂが１以上
の整数であり、ｃが０以上の整数であり、さらにｂ＋ｃが１以上の整数である。ＥＯ、Ｐ
Ｏの順序についてはランダムであってよい。））
一般式（１）
【化１】

（式中Ｐはｎ価の有機色素残基であり、ｎは１以上の整数、Ｒ1は一般式（２）で表され
る有機基を示す。
一般式（２）
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【化２】

（式中Ｒ2は（ｍ＋１）価の有機残基を示し、ｍは１以上の整数、Ｒ3は水素原子、ハロゲ
ン原子、または炭素数１～１０のアルキル基を示す。））
【請求項２】
　前記シリコン系界面活性剤をインク中に１重量％以上含有することを特徴とする請求項
１記載の水性インクジェットインク。
【請求項３】
　バインダー樹脂として水分散性樹脂微粒子を含有することを特徴とする請求項１または
２記載の水性インクジェットインク。
【請求項４】
シアンインク、マゼンタインク、イエローインク、および、ブラックインクの４色インク
を含む水性インクジェットインキセットであって、
シアンインク、マゼンタインク、イエローインク、および、ブラックインクのうち、少な
くとも１色が請求項１～３いずれか記載の水性インクジェットインクであることを特徴と
する水性インクジェットインキセット。
【請求項５】
印刷媒体を４０～８０℃に加温しながら、インク液滴を印刷媒体に付着させて印刷を行う
印刷方法であって、請求項１～４いずれか記載の水性インクジェットインクを用いること
を特徴とするインクジェット印刷方法。
【請求項６】
前記印刷媒体が非吸水性基材または難吸水性基材であることを特徴とする請求項５記載の
インクジェット印刷方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般の印刷基材の中でもコート紙、アート紙やポリ塩化ビニルシートなどの
吸収性の低い基材への印刷適性に優れ、発色性や光沢度の高い印刷品質とインクジェット
ノズルからの吐出安定性、保存安定性に優れた水性インクジェットインクに関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット記録方式は、非常に微細なノズルからインク液滴を記録部材に直接吐出
し、付着させて文字や画像を得る記録方式である。この方式によれば、使用する装置の騒
音が小さく、操作性がよいという利点を有するのみならず、カラー化が容易であり、かつ
記録部材として普通紙を使用することができるという利点があるため、オフィスや家庭で
の出力機として広く用いられている。
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【０００３】
　一方、産業用途においても、インクジェット技術の向上によりデジタル印刷の出力機と
しての利用が期待され、溶剤インクやＵＶインクによる難吸収性の基材（ＰＶＣ、ＰＥＴ
などのプラスチック基材)に対しても印刷が可能な印刷機が実際に市販されてきた。しか
し、近年、環境面への対応といった点から水性インクの需要が高まっている。
【０００４】
　インクジェット用の水性インクとしては特許文献１、２、３、４のように印刷対象を普
通紙や写真光沢紙のような専用紙としたインクの開発が古くからなされている。一方では
近年インクジェット記録方式の用途拡大が期待されており、コート紙のような塗工紙や屋
外広告などに使用されるような非吸収性の基材への直接印刷のニーズが高まっている。従
来のインクは紙へ液滴を吸収させて描画を行うため、吸水性の低い基材へ印刷すると画像
が滲んでしまい使用することができなかった。これは吸収性の低い基材に対して水性イン
クは濡れ広がり難いことと、基材へのインクの浸透が起こりづらくインク液滴同士が融着
して滲んでしまうことが原因である。
【０００５】
　特定のシリコン系界面活性剤と樹脂微粒子、水溶性有機溶剤を用いることで専用紙上に
おける発色性に優れ、混色による滲みや光沢ムラの少ない良好な印刷品質が得られること
が特許文献５に記載されている。しかしながら、該文献に記載された水性インクでは、専
用紙上で優れた印刷品質が得られても、ポリ塩化ビニルシートなどの吸収性の低い基材上
では、乾燥時に水が揮発した後に残存した有機溶剤が顔料凝集を引き起こし、発色性や光
沢度を低下させる問題があった。吸収性の低い基材上で画像形成するためには有機溶剤が
必要不可欠であるが、乾燥時に溶剤リッチになった状態での分散安定性が不十分なため、
吸収性の低い基材上で優れた発色性、光沢度を確保するまでには至っていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００１－０７２９０５号公報
【特許文献２】特開２００３－０１２５８３号公報
【特許文献３】特許第３９９４７３４号
【特許文献４】特許第４５９５２８１号
【特許文献５】特許第４２９２７４９号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、一般の印刷基材の中でもコート紙、アート紙やポリ塩化ビニルシート
などの吸収性の低い基材への印刷適性に優れ、発色性や光沢度の高い印刷品質とインクジ
ェットノズルからの吐出安定性、保存安定性に優れた水性インクジェットインクを提供す
ることである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
即ち、本発明は、少なくとも顔料、有機溶剤、水を含有する水性インクジェットインクに
おいて、前記有機溶剤として少なくとも沸点が１８０℃以上２６５℃以下かつ表面張力が
２０ｍＮ／ｍ以上３０ｍＮ／ｍ以下である有機溶剤を含み、一般式（３）であるシリコン
系界面活性剤を含み、さらに一般式（１）の化合物を含むことを特徴とする水性インクジ
ェットインクに関する。
一般式（３）
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【化９】

（式中Ｒ4、Ｒ5は炭素数１～６のアルキレン基であり、Ｘ1、Ｘ2は一般式（４）で表され
るポリエーテル（ポリオキシアルキレン）基である。ａは１０以上８０以下の整数を表す
。
一般式（４）

【化１０】

（式中、Ｒ6は水素原子または炭素数１～６のアルキル基または（メタ）アクリル基であ
り、ＥＯはエチレンオキシド基であり、ＰＯはプロピレンオキシド基であり、ｂが１以上
の整数であり、ｃが０以上の整数であり、さらにｂ＋ｃが１以上の整数である。ＥＯ、Ｐ
Ｏの順序についてはランダムであってよい。））
一般式（１）
【化７】

【０００９】
 （式中Ｐはｎ価の有機色素残基であり、ｎは１以上の整数、Ｒ１は一般式（２）で表さ
れる有機基を示す。
一般式（２）
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【化８】

【００１０】
（式中Ｒ2は（ｍ＋１）価の有機残基を示し、ｍは１以上の整数、Ｒ3は水素原子、ハロゲ
ン原子、または炭素数１～１０のアルキル基を示す。））
【００１５】
　また、本発明は、前記シリコン系界面活性剤をインク組成中に１重量％以上含有するこ
とを特徴とする上記水性インクジェットインクに関する。
　また、本発明は、バインダー樹脂として水分散性樹脂微粒子を含有することを特徴とす
る上記水性インクジェットインクに関する。
　また、本発明は、シアンインク、マゼンタインク、イエローインク、および、ブラック
インクの４色インクを含む水性インクジェットインキセットであって、
　シアンインク、マゼンタインク、イエローインク、および、ブラックインクのうち、少
なくとも１色が上記水性インクジェットインクであることを特徴とする水性インクジェッ
トインキセットに関する。

                                                                      
【００１６】
　また、本発明は、印刷媒体を４０～８０℃に加温しながら、インク液滴を印刷媒体に付
着させて印刷を行う印刷方法であって、前記水性インクジェットインクを用いることを特
徴とするインクジェット印刷方法に関する。
さらに、本発明は、前記印刷媒体が非吸水性基材または難吸水性基材であることを特徴と
するインクジェット印刷方法に関する。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、一般の印刷基材の中でもコート紙、アート紙やポリ塩化ビニルシート
などの吸収性の低い基材への印刷適性に優れ、発色性や光沢度の高い印刷品質とインクジ
ェットノズルからの吐出安定性、保存安定性に優れた水性インクジェットインクを提供す
ることが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００１８】
　以下に、好ましい実施の形態を挙げて、本発明について説明する。なお、特にことわり
のない限り、「部」は、「重量部」を、「％」は、「重量％」を、それぞれ表す。
【００１９】
　本発明では、沸点が１８０℃以上２６５℃以下かつ表面張力が２０ｍＮ／ｍ以上３０ｍ
Ｎ／ｍ以下である有機溶剤、さらに特定構造を有する化合物を組み合わせることで、吸収
性の低い基材への印刷適性に優れ、発色性や光沢度の高い印刷品質とインクジェットノズ
ルからの吐出安定性、保存安定性を向上させている。以下に本発明の主要となる各成分に
ついて述べる。
【００２０】
　一般的に、コート紙、アート紙やポリ塩化ビニルシートなどの吸収性が低く、疎水性の
高い基材は、基材自体の表面張力が低いため、これらの基材上でインクを十分に濡れ広げ
るのは容易ではないことが知られている。インクが十分な濡れ性を有していないと、印刷
部がインクで十分埋まらず、白抜け等が発生しやすくなる。また、これらの基材はインク
が吸収し難いため、使用している溶媒の基材に対する浸透や蒸発による乾燥性が悪いと、
混色や滲み等が発生し、鮮明な画像が得られない。そのため、これらの難吸収性基材上で
印刷を行うには、インクの濡れ性と乾燥性を十分に確保する必要がある。
【００２１】
　特に、水は溶媒の中でも極めて表面張力が高いことから、疎水性の高い基材上で濡れ難
く、浸透の寄与も低いため、水性インクの濡れ性、乾燥性を十分に得ることは非常に難し
い。
【００２２】
　一般的に、水性インクの濡れ性及び、乾燥性を高める目的で有機溶剤が用いられる。有
機溶剤は水に比べると表面張力が低いため、難吸収性基材上で濡れ性を向上させるには必
要不可欠である。表面張力の低い有機溶剤を使用することで、基材上で十分濡れ広がり、
白抜けのない印刷物を得ることが可能となる。また、インク液滴が十分な濡れ性を確保す
ることにより、印刷部が平滑性の高い均一な塗膜を形成することが出来るため、光沢度を
向上させることが可能となる。また、インクが基材に着弾した際に素早く濡れ広がること
により、インク液滴の表面積を増加させ、乾燥を促進させることができる。乾燥を促進さ
せることにより、異なる色間の混色や滲みを防止することができる。基材上で白抜けや滲
みを防止することにより発色性を向上させることが可能となる。
【００２３】
　しかしながら、一般的に表面張力の低い有機溶剤は疎水性が高く、顔料分散体を不安定
化させやすい。特に、印刷後の乾燥過程で水が揮発して溶剤リッチになった状態では、顔
料同士が凝集しやすくなり、発色性や光沢度の低下を引き起こす。そのため、乾燥過程で
水が揮発した後に、高疎水性溶剤がリッチになっても、顔料の分散状態を十分に維持させ
ることが重要となる。
【００２４】
　乾燥過程における顔料の分散状態を向上させるため、本発明者らが鋭意検討した結果、
一般式（１）の化合物を使用することで、表面張力の低い高疎水性溶剤の存在下において
も、乾燥時の顔料凝集を防止し、吸収性の低い基材上で発色性や光沢度の低下を抑えられ
ることが分かり、本発明に至った。
【００２５】
　乾燥時における顔料凝集を防止し、発色性や光沢度の低下を抑えられる理由は定かでは
ないが、次のようなことが考えられる。一般式（１）の化合物と顔料が吸着し、さらに一
般式（１）の化合物が顔料分散樹脂の吸着を補助することにより、顔料の分散状態を安定
化させているものと推測される。それ故、乾燥時に水が揮発し高疎水性溶剤がリッチにな
った状態でも、顔料分散樹脂の脱離が抑えられ、顔料同士が凝集することなく、分散性を
維持できるため、発色性や光沢度の低下を抑えられるものと考えられる。
【００２６】
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一般式（１）
【００２７】
【化１３】

【００２８】
式中Ｐはｎ価の有機色素残基であり、ｎは１以上の整数、Ｒ１は一般式（２）で表される
有機基を示す。ｎは１～５であることが好ましく、より好ましくは１～３、更に好ましく
は１～２、最も好ましくは１である。
【００２９】
一般式（２）
【００３０】
【化１４】

【００３１】
　式中Ｒ２は（ｍ＋１）価の有機残基を示し、ｍは１以上の整数、Ｒ３は水素原子、ハロ
ゲン原子、炭素数１～１０のアルキレン基を示す。Ｒ２は炭素数１～１０の２価のアルキ
レン基が好ましく、より好ましくは１～５のアルキレン基である。Ｒ３は全て水素原子で
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あることが好ましい。
【００３２】
　有機色素残基（Ｐ）としてはアゾ系、ベンズイミダゾロン系、フタロシアニン系、キナ
クリドン系、アントラキノン系、ジオキサジン系、ジケトピロロピロール系、キノフタロ
ン系、イソインドリノン系、イソインドリン系、ペリレン系、ペリノン系、フラバンスロ
ン系、ピランスロン系、またはアンスラピリミジン系が挙げられる。有機色素残基（Ｐ）
の構造は必ずしも顔料の構造と一致する必要はないが、インクの色相と近い色相のものを
選択することが好ましい。更には有機色素残基（Ｐ）をインクに使用する顔料と近い構造
のものにすることが好ましい。これにより、顔料との吸着が高まり、安定性向上の効果が
発現しやすくなる。
【００３３】
　一般式（１）の化合物はインク中の顔料に対して０．１重量％以上１０重量％以下の割
合で配合することが好ましい。顔料に対して１０重量％よりも多く配合すると分散安定性
が低下する場合がある。好ましくは顔料に対して０．１重量％以上５重量％以下であり、
より好ましくは０．５重量％以上３重量％以下である。
【００３４】
　本発明で使用する有機溶剤としては、少なくとも沸点が１８０℃以上２６５℃以下かつ
表面張力が２０ｍＮ／ｍ以上３０ｍＮ／ｍ以下の有機溶剤を１種以上含有することが好ま
しい。
【００３５】
　沸点が１８０℃以上２６５℃以下かつ表面張力が２０ｍＮ／ｍ以上３０ｍＮ／ｍ以下で
ある有機溶剤であればどのような溶剤でも単独、もしくは複数使用可能である。例えば、
１，２－ペンタンジオール、１，２－ヘキサンジオール、エチレングリコール－２－エチ
ルヘキシルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエーテル、ジエチレングリコール
モノヘキシルエーテル、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル、ジプロピレングリ
コールモノプロピルエーテル、ジプロピレングリコールモノブチルエーテル、トリプロピ
レングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールジエチルエーテル、ジエチレ
ングリコールメチルブチルエーテル、トリエチレングリコールメチルブチルエーテル、ト
リプロピレングリコールジメチルエーテル等が挙げられる。中でもアルカンジオール系や
末端の炭素鎖の炭素数が３以上のグリコールエーテル系溶剤が好ましく、より好ましくは
アルカンジオール系溶剤が好ましく、更に好ましくは１，２－ヘキサンジオールである。
【００３６】
　上記の沸点が１８０℃以上２６５℃以下かつ表面張力が２０ｍＮ／ｍ以上３０ｍＮ／ｍ
以下の有機溶剤を添加することで、疎水性の高い難吸収基材上で濡れ性を向上させるだけ
ではなく、好適な範囲の沸点を有するため、インクジェットノズル上で十分な保湿性を確
保できるため、優れた吐出安定性を得ることができる。吐出安定性の観点から、使用する
上記有機溶剤の沸点は１８０℃以上２６５℃以下であることが好ましく、２００℃以上２
６５℃以下であることがより好ましい。沸点が２６５℃を超えてしまうと、難吸収基材上
で溶剤が残存してしまい、インク液滴同士の融着による混色や滲みが発生し、鮮明な画像
が得られないため、好ましくない。
【００３７】
　本発明で用いられる沸点が１８０℃以上２６５℃以下かつ表面張力が２０ｍＮ／ｍ以上
３０ｍＮ／ｍ以下の有機溶剤のインク中における含有量は１重量％以上２５重量％以下で
あることが好ましく、５重量％以上２０重量％以下であることがより好ましい。添加量が
２５重量％よりも多くなると保存安定性が低下する可能性がある。
【００３８】
　また、本発明の効果が小さくならない程度の好適な含有量の範囲内であれば、上記以外
の有機溶剤を単独もしくは複数併用することができる。
【００３９】
　上記以外の溶剤としては、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコー
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ルモノブチルエーテル、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコー
ルモノエチルエーテル、トリエチレングリコールモノメチルエーテル、３－メトキシ－１
－ブタノール、３－メトキシ－３－メチルブタノール、ジエチレングリコールジメチルエ
ーテル、テトラエチレングリコールジメチルエーテル、ジエチレングリコールメチルエチ
ルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコールジメチル
エーテル、２－メチル－１，３－プロパンジオール、２，２－ジメチル－１，３－プロパ
ンジオール、１，２－ブタンジオール、１，３－ブタンジオール、１，２－プロパンジオ
ール、１，３－プロパンジオール、１，５－ペンタンジオール、エチレングリコール、グ
リセリン等が挙げられる。
【００４０】
　本発明で用いられる有機溶剤のインク組成中における総量は、１０重量％以上４５重量
％以下であることが好ましい。優れた印刷適性を得るため、難吸収基材上で十分な濡れ性
と乾燥性を確保するという観点から、有機溶剤の総量が１０重量％以上４０重量％以下で
あることがより好ましく、１５重量％以上３５重量％以下であることが特に好ましい。有
機溶剤の総量が１０重量％を下回るとインクの保湿性が不足し、吐出安定性が損なわれる
可能性がある。また、難吸収性基材上での濡れ性が低下する可能性がある。有機溶剤の含
有量の合計が４５重量％よりも多い場合、インクの粘度が高くなってしまい、吐出安定性
を損なう可能性がある。また、インクの保存安定性や乾燥性も実用に適さなくなり、印刷
品質が悪化する可能性がある。
【００４１】
　本発明の水性インクジェットインクは、疎水性の高い難吸収基材上での濡れ性を確保す
る目的で界面活性剤を使用することができる。界面活性剤としては、アセチレン系、シリ
コン系、アクリル系、フッ素系など用途に合わせて様々なものが知られている。本発明に
おいては、難吸収基材上での濡れ性を向上させることにより、印刷部の白抜け、混色滲み
等の抑制や、発色性、光沢度の高い印刷品質を得るために、シリコン系界面活性剤を使用
することが好ましい。
【００４２】
　本発明で用いられるシリコン系界面活性剤としては、インクの表面張力を下げ、疎水性
の高い難吸収基材上で優れた濡れ性を確保するという観点から、一般式（３）または（５
）から選ばれるものであることが好ましい。
【００４３】
一般式（３）
【化１５】

【００４４】
（式中Ｒ４、Ｒ５は炭素数１～６のアルキル基であり、Ｘ１、Ｘ２は一般式（４）で表さ
れるポリエーテル（ポリオキシアルキレン）基である。式中ａは１０以上８０以下の整数
を表す。））
一般式（４）
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【化１６】

【００４５】
（式中、Ｒ６は水素原子または炭素数１～６のアルキル基または（メタ）アクリル基であ
り、ＥＯはエチレンオキシド基であり、ＰＯはプロピレンオキシド基であり、ｂが１以上
の整数であり、ｃが０以上の整数であり、さらにｂ＋ｃが１以上の整数である。ＥＯ、Ｐ
Ｏの順序についてはランダムであってよい。）
一般式（５）

【化１７】

（式中Ｒ７、Ｒ８は炭素数１～６のアルキル基であり、Ｘ３は一般式（６）で表されるポ
リエーテル（ポリオキシアルキレン）基である。式中ｄ及びｅは１以上の整数であり、ｄ
＋ｅ＝２以上５０以下の整数を表す。）
一般式（６）

【化１８】
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（式中、Ｒ９は炭素数１～６のアルキル基であり、Ｒ１０は水素原子または炭素数１～６
のアルキル基であり、ＥＯはエチレンオキシド基であり、ＰＯはプロピレンオキシド基で
あり、ｆが１以上の整数であり、ｇが０以上の整数であり、さらにｆ＋ｇが１以上の整数
である。ＥＯ、ＰＯの順序についてはランダムであってよい。）
【００４６】
　上記一般式（３）で表されるシリコン系界面活性剤の市販品の具体例としては、東レ・
ダウコーニング社製のＢＹ１６－２０１、ＳＦ８４２７、ビックケミー社製のＢＹＫ－３
３３、ＢＹＫ－ＵＶ３５００、エボニック デグサ社製のＴＥＧＯ ＧＬＩＤＥ ４１０、
ＴＥＧＯ ＧＬＩＤＥ４３２、ＴＥＧＯ ＧＬＩＤＥ ４３５、ＴＥＧＯＧＬＩＤＥ ４４０
、ＴＥＧＯ ＧＬＩＤＥ４５０等が挙げられるが、これらに限定されるものではない。
【００４７】
　上記一般式（５）で表されるシリコン系界面活性剤の市販品の具体例としては、東レ・
ダウコーニング社製のＳＦ８４２８、ＦＺ－２１６２、８０３２ＡＤＤＩＴＩＶＥ、ＳＨ
３７４９、ＦＺ－７７、Ｌ７００１、Ｌ－７００２，ＦＺ－２１０４，ＦＺ－２１１０、
ＦＺ－２１２３，ＳＨ８４００、ＳＨ３７７３Ｍ、ビックケミー社製のＢＹＫ－３４５、
ＢＹＫ－３４６、ＢＹＫ－３４７、ＢＹＫ－３４８、エボニック デグサ社製のＴＥＧＯ 
ＷＥＴ ２５０、ＴＥＧＯＷＥＴ ２６０、ＴＥＧＯ ＷＥＴ２７０、ＴＥＧＯ ＷＥＴ ２
８０、信越化学工業社製のＫＦ－３５１Ａ，ＫＦ－３５２Ａ，ＫＦ－３５３，ＫＦ－３５
４Ｌ、ＫＦ－３５５Ａ、ＫＦ－６１５Ａ、ＫＦ－６４０、ＫＦ－６４２、ＫＦ－６４３等
が挙げられるが、これらに限定されるものではない。
【００４８】
　上記の一般式（３）または（５）から選ばれるシリコン系界面活性剤を単独もしくは複
数使用することができる。疎水性の高い難吸収基材上での濡れ性を向上させるという観点
から、一般式（５）で表されるシリコン系界面活性剤を使用することが好ましく、一般式
（３）で表されるシリコン系界面活性剤を使用することがより好ましい。一般式（３）及
び（５）から選ばれるシリコン系界面活性剤を１種以上併用することが特に好ましい。
【００４９】
　上記の構造を有するシリコン系界面活性剤を使用することにより、疎水性の高い難吸収
基材上で着弾時のインク液滴の濡れ性を向上させることが可能となる。濡れ性の向上によ
り基材上での白抜けや混色滲みを抑えることにより、発色性を高めることができる。また
、濡れ性が上がることによりインク塗膜が平滑になり、高い光沢度を有する優れた印刷品
質が得られる。
【００５０】
　本発明で用いられるシリコン系界面活性剤のインク組成中における含有量は、疎水性の
高い難吸収基材上で優れた濡れ性と吐出安定性を確保するという観点から、０．５重量％
以上５重量％以下であることが好ましく、より好ましくは１重量％以上２．５重量％以下
であり、特に好ましくは１重量％以上２重量％以下である。
【００５１】
　本発明の水性インクジェットインクは、疎水性の高い難吸収性基材上でのインクの乾燥
性や印字物の塗膜耐性を高めるためにバインダー樹脂を用いることができる。バインダー
樹脂としては水分散性樹脂微粒子を使用することが好ましい。水性インクのバインダー樹
脂としては大別して水溶性樹脂と樹脂微粒子が知られているが、一般に樹脂微粒子は水溶
性樹脂と比較して高分子量であり、高い耐性を実現することができる。また、樹脂微粒子
はインクの粘度を低くすることができ、より多量の樹脂をインク中に配合することができ
ることから、インクジェットインクの耐性を高めるのに適していると言える。樹脂微粒子
の種類としてはアクリル系、ウレタン系、スチレンブタジエン系、塩化ビニル系、ポリオ
レフィン系等が挙げられる。
【００５２】
　水分散性樹脂微粒子のガラス転移点温度（Ｔｇ）を高くすることで耐擦性、耐薬品性等
の耐性を向上させることが可能であり、好ましくは５０～１００℃の範囲であり、より好
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ましくは７５～９０℃の範囲である。５０℃よりも低い場合には十分な耐性が得られず、
実用にて印刷物から印刷が剥がれる場合がある。また、１００℃よりも高い場合には塗膜
が非常に硬くなり、印刷物を折り曲げた際に印刷面にワレ、ヒビが生じる場合がある。
【００５３】
　また、水分散性樹脂微粒子は印字物の塗膜耐性を高めるだけでなく、液滴が着弾した後
に速やかに成膜することで、インク液滴同士の滲みを抑制し、色間の滲みのない優れた印
刷品質を得ることができる。
【００５４】
　上記したような水分散性樹脂微粒子のインク組成中における含有量は、不揮発分でイン
クの全重量の３～２０重量％の範囲であることが好ましい。
【００５５】
　本発明の水性インクに含まれる顔料としては、従来既知のものが使用でき、無機顔料、
有機顔料の何れも使用することができる。無機顔料としては、酸化チタン、亜鉛華、硫化
亜鉛、鉛白、炭酸カルシウム、沈降性硫酸バリウム、ホワイトカーボン、アルミナホワイ
ト、カオリンクレー、タルク、ベントナイト、黒色酸化鉄、カドミウムレッド、べんがら
、モリブデンレッド、モリブデートオレンジ、クロムバーミリオン、黄鉛、カドミウムイ
エロー、黄色酸化鉄、チタンイエロー、酸化クロム、ビリジアン、チタンコバルトグリー
ン、コバルトグリーン、コバルトクロムグリーン、ビクトリアグリーン、群青、紺青、コ
バルトブルー、セルリアンブルー、コバルトシリカブルー、コバルト亜鉛シリカブルー、
マンガンバイオレット、コバルトバイオレット等を挙げることができる。
【００５６】
　有機顔料としてはアゾ顔料、フタロシアニン顔料、アントラキノン顔料、キナクリドン
顔料、イソインドリノン顔料、キノフタロン顔料、染料レーキ顔料、蛍光顔料等が挙げら
れる。
【００５７】
　更に詳しくは、シアン顔料としてはＣ. Ｉ. Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｂｌｕｅ １，２，３，１
５：１，１５：３，１５：４，１５：６，１６，２１，２２，６０，６４等が挙げられる
。マゼンタ顔料としてはＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　５，７，９，１２，３１，４
８，　４９，５２，５３，５７，９７，１１２，１２０，１２２，１４６，１４７，１４
９，１５０，１６８，１７０，１７７，１７８，１７９，１８４，１８８，２０２，２０
６，２０７，２０９，２３８，２４２，２５４，２５５，２６４，２６９，２８２、Ｃ．
Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ１９，２３，２９，３０，３２，３６，３７，３８，
４０，　５０等が挙げられる。イエロー顔料としてはＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌ
ｏｗ　１，２，３，１２，１３，１４，１６，１７，２０，２４，７４，８３，８６，９
３，９４，９５，１０９，１１０，１１７，１２０，１２５，１２８，１２９，１３７，
１３８，１３９，１４７，１４８，１５０，１５１，１５４，１５５，１６６，１６８，
１８０，１８５，２１３等が挙げられる。
【００５８】
　ブラック顔料としては、ファーネス法、チャネル法で製造されたカーボンブラックが挙
げられる。例えば、これらのカーボンブラックであって、一次粒子径が１１～４０ｎｍ、
ＢＥＴ法による比表面積が５０～４００ｍ２／ｇ、揮発分が０．５～１０％、ｐＨ値が２
～１０等の特性を有するものが好適である。このような特性を有する市販品としては下記
のものが挙げられる。例えば、Ｎｏ．３３、４０、４５、５２、９００、２２００Ｂ、２
３００、ＭＡ７、ＭＡ８、ＭＣＦ８８（以上、三菱化学製）、ＲＡＶＥＮ１２５５（コロ
ンビアンカーボン製）、ＲＥＧＡ３３０Ｒ、４００Ｒ、６６０Ｒ、ＭＯＧＵＬ　Ｌ、ＥＬ
ＦＴＥＸ４１５（以上、キャボット製）、Ｎｉｐｅｘ９０、Ｎｉｐｅｘ１５０Ｔ、Ｎｉｐ
ｅｘ１６０ＩＱ、Ｎｉｐｅｘ１７０ＩＱ、Ｎｉｐｅｘ７５、Ｐｒｉｎｔｅｘ８５、Ｐｒｉ
ｎｔｅｘ９５、Ｐｒｉｎｔｅｘ９０、Ｐｒｉｎｔｅｘ３５、ＰｒｉｎｔｅｘＵ（以上、エ
ボニックデグサ製）等があり、何れも好ましく使用することができる。
【００５９】
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　シアン、マゼンタ、イエロー、ブラック以外の顔料としてはＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　
Ｇｒｅｅｎ　７，１０，３６、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｒｏｗｎ　３，５，２５，２
６、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｏｒａｎｇｅ　２，５，７，１３，１４，１５，１６，２
４，　３４，３６，３８，４０，４３，６２，６３，６４，７１等が挙げられる。
【００６０】
　これらの顔料を使用する場合には長期間のインクの安定性を維持するためにも、インク
媒体中に分散して使用することが好ましい。顔料の分散方法としては、顔料を酸化処理等
により表面改質し、分散剤なしで顔料を分散させる方法や、界面活性剤や樹脂を分散剤と
して顔料を分散させる方法がある。より安定なインクとするためにも分散樹脂を使用して
顔料を分散させることが好ましい。
【００６１】
　顔料分散樹脂としてはアクリル樹脂、スチレンアクリル樹脂、マレイン酸樹脂、スチレ
ンマレイン酸樹脂、αオレフィンマレイン酸樹脂、ウレタン樹脂、エステル樹脂等が挙げ
られる。一般式（１）の化合物との吸着を強固にし、顔料分散体を安定化させるという観
点から、アクリル樹脂、スチレンアクリル樹脂を使用することが好ましい。
【００６２】
　顔料分散樹脂の分子量は５０００～１０００００であることが好ましい。分子量５００
０以下では分散安定性が低下する場合があり、分子量１０００００以上では吐出に影響が
出る場合がある。より好ましくは分子量１００００～５００００であり、更に好ましくは
分子量１５０００～３００００である。
【００６３】
　顔料と顔料分散樹脂の比率は１／１～１００／１であることが好ましい。顔料分散樹脂
の比率が１／１よりも大きいとインクの粘度が高くなる傾向が見られる。また、１００／
１よりも小さいと分散性が低下し、安定性が低下する場合がある。顔料と顔料分散樹脂の
比率としてより好ましくは２／１～５０／１、更に好ましくは２／１～２０／１である。
【００６４】
　本発明のインクジェットインクは単色で使用してもよいが、用途に合わせて複数の色を
組み合わせたインクセットとして使用することもできる。組み合わせは特に限定されない
が、シアン、マゼンタ、イエローの３色を使用することでフルカラーの画像を得ることが
できる。また、ブラックインクを追加することで黒色感を向上させ、文字等の視認性を上
げることができる。更にオレンジ、グリーン等の色を追加することで色再現性を向上させ
ることも可能である。白色以外の印刷媒体へ印刷を行う際にはホワイトインクを併用する
ことで鮮明な画像を得ることができる。
【００６５】
　本発明のインクジェットインクとしてシアン、マゼンタ、イエローの組み合わせで使用
するときには、シアンの顔料としてＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ１５：３，１５：
４，マゼンタ顔料としてＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１２２，２０２，２０９，２
６９，Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　１９，イエロー顔料としてＣ．　Ｉ．Ｐ
ｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　７４，１２０，１５０，１５５，１８５から選ばれる顔料
を組み合わせて使用することで高い色再現性を得ることができる。
【００６６】
　本発明の水性インクジェットインクに含まれる水としては、種々のイオンを含有する一
般の水ではなく、イオン交換水（脱イオン水）を使用するのが好ましい。
【００６７】
　本発明で使用することができる水のインク組成中における含有量は２０～８０重量％の
範囲である。
【００６８】
　また、本発明のインクは上記成分の他に、必要に応じて所望の物性値を持つインクとす
るために、消泡剤、増粘剤、ｐＨ調整剤、防腐剤等の添加剤を適宜添加することができる
。これらの添加剤の添加量としては、インクの全質量に対して０．０１重量％以上１０重
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量％以下、好ましくは０．０５重量％以上５重量％以下、より好ましくは０．１重量％以
上３重量％以下である。
【００６９】
　上記したような成分からなる本発明のインクの調製方法としては、下記のような方法が
挙げられるが、本発明は、これらに限定されるものではない。先ず初めに、顔料分散樹脂
と、水とが少なくとも混合された水性媒体に顔料を添加し、混合撹拌した後、後述の分散
手段を用いて分散処理を行い、必要に応じて遠心分離処理を行って所望の顔料分散液を得
る。次に、必要に応じてこの顔料分散液に、水溶性有機溶剤、或いは、上記で挙げたよう
な適宜に選択された添加剤成分を加え、撹拌、必要に応じて濾過して本発明のインクとす
る。
【００７０】
　本発明のインクの調製方法においては、上記で述べたように、インクの調製に分散処理
を行って得られる顔料分散液を使用するが、顔料分散液の調製の際に行う分散処理の前に
、プレミキシングを行うのが効果的である。即ち、プレミキシングは、少なくとも顔料分
散樹脂と水とが混合された水性媒体に顔料を加えて行えばよい。このようなプレミキシン
グ操作は、顔料表面の濡れ性を改善し、顔料表面への分散剤の吸着を促進することができ
るため、好ましい。
【００７１】
　上記した顔料の分散処理の際に使用される分散機は、一般に使用される分散機なら、如
何なるものでもよいが、例えば、ボールミル、ロールミル、サンドミル、ビーズミル及び
ナノマイザー等が挙げられる。その中でも、ビーズミルが好ましく使用される。このよう
なものとしては、例えば、スーパーミル、サンドグラインダー、アジテータミル、グレン
ミル、ダイノーミル、パールミル及びコボルミル（何れも商品名）等が挙げられる。
【００７２】
　さらに、上記した顔料のプレミキシング及び分散処理において、顔料分散樹脂は水のみ
に溶解もしくは分散した場合であっても、水溶性有機溶剤と水の混合溶媒に溶解もしくは
分散した場合であっても良い。
【００７３】
　本発明のインクは、インクジェット記録用であるので、顔料としては、最適な粒度分布
を有するものを用いることが好ましい。即ち、顔料粒子を含有するインクをインクジェッ
ト記録方法に好適に使用できるようにするためには、ノズルの耐目詰り性等の要請から、
最適な粒度分布を有する顔料を用いることが好ましい。所望の粒度分布を有する顔料を得
る方法としては、下記の方法が挙げられる。先に挙げたような分散機の粉砕メディアのサ
イズを小さくすること、粉砕メディアの充填率を大きくすること、処理時間を長くするこ
と、粉砕後フィルタや遠心分離機等で分級すること、及びこれらの手法の組み合わせ等の
手法がある。
【００７４】
　本発明のインクジェットインクを使用しインクジェット印刷装置にて印刷を行う場合に
は印刷媒体を４０～８０℃に加温しながら印刷を行うことが好ましい。加温しながら印刷
することで、インク液滴が印刷媒体へ着弾した後、直ちに乾燥するため滲みが生じにくく
、高い品質の印刷物を得ることが可能となる。
【００７５】
　本発明のインクジェットインク印刷する印刷媒体は公知のものが使用可能である。例え
ば、上質紙、コート紙、アート紙、キャスト紙、合成紙、インクジェット専用紙などの紙
媒体や、ポリ塩化ビニルシート、ＰＥＴフィルム、ＰＰフィルムなどのプラスチック媒体
である。これらは印刷媒体の表面が滑らかであっても、凹凸のついたものであっても良い
し、透明、半透明、不透明のいずれであっても良い。また、これらの印刷媒体の２種以上
を互いに張り合わせたものでも良い。更に印字面の反対側に剥離粘着層等を設けても良く
、又印字後、印字面に粘着層等を設けても良い。
【実施例】
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【００７６】
　以下、実施例により、本発明を更に具体的に説明する。なお、実施例中、「部」は、「
重量部」を、「％」は、「重量％」を、それぞれ表す。
【００７７】
（顔料分散液Ｃ１の製造例）
　顔料としてＰｉｇｍｅｎｔ Ｂｌｕｅ １５：３を２０部、顔料分散樹脂としてスチレン
アクリル樹脂（分子量１６０００、酸価２００ｍｇＫＯＨ／ｇ）６部、水７４部を混合し
、ディスパーで予備分散した後、分散メディアとして直径０．５ｍｍのジルコニアビーズ
１８００ｇを充填した容積０．６Ｌのダイノーミルを用いて２時間本分散を行い、顔料分
散液Ｃ１を得た。
【００７８】
（顔料分散液Ｃ２の製造例）
　顔料としてピグメントブルー１５：３を１９．５部、一般式（１）の化合物としてＰが
フタロシアニン骨格であり、Ｒ２はメチレン基、Ｒ３は全て水素原子の化合物を０．５部
、顔料分散樹脂としてスチレンアクリル樹脂（分子量１６０００、酸価２００ｍｇＫＯＨ
／ｇ）６部、水７４部を混合し、ディスパーで予備分散した後、直径０．５ｍｍのジルコ
ニアビーズ１８００ｇを充填した容積０．６Ｌのダイノーミルを用いて２時間本分散を行
い、顔料分散液Ｃ２を得た。
【００７９】
 （顔料分散液Ｍ１の製造例）
　顔料分散液Ｃ１の製造例のピグメントブルー１５：３をピグメントレッド１２０に変更
した以外は、顔料分散液Ｃ１と同様の操作にて顔料分散を行い、顔料分散液Ｍ１を得た。
【００８０】
 （顔料分散液Ｍ２の製造例）
　顔料としてピグメントレッド１２２を１９．５部、一般式（１）の化合物としてＰがキ
ナクリドン骨格であり、Ｒ２はメチレン基、Ｒ３は全て水素原子の化合物を０．５部、顔
料分散樹脂としてスチレンアクリル樹脂（分子量１６０００、酸価２００ｍｇＫＯＨ／ｇ
）６部、水７４部を混合し、ディスパーで予備分散した後、直径０．５ｍｍのジルコニア
ビーズ１８００ｇを充填した容積０．６Ｌのダイノーミルを用いて２時間本分散を行い、
顔料分散液Ｍ２を得た。
【００８１】
（顔料分散液Ｙ１の製造例）
　顔料分散液Ｃ１の製造例のピグメントブルー１５：３をピグメントイエロー１２０に変
更した以外は、顔料分散液Ｃ１と同様の操作にて顔料分散を行い、顔料分散液Ｙ１を得た
。
【００８２】
（顔料分散液Ｋ１の製造例）
　顔料分散液Ｃ１の製造例のピグメントブルー１５：３をカーボンブラックに変更した以
外は、顔料分散液Ｃ１と同様の操作にて顔料分散を行い、顔料分散液Ｋ１を得た。
【００８３】
　実施例、比較例で使用する有機溶剤について以下に示す。
（表面張力が２０ｍＮ／ｍ以上３０ｍＮ／ｍ以下である有機溶剤）
・１，２－ＰｅｎＤ：１,２－ペンタンジオール（沸点：２０６℃）
・１，２－ＨｅｘＤ：１,２－ヘキサンジオール（沸点：２２４℃）
・ＤＥＧＤＥ：ジエチレングリコールジエチルエーテル（沸点：１８８℃）
・ＤＥＧＭＢＥ：ジエチレングリコールモノブチルエーテル（沸点：２３０．４℃）
・ＤＥＧＭＨＥ：ジエチレングリコールモノヘキシルエーテル（沸点：２５９℃）
・ＴＥＧＭＢＥ：トリエチレングリコールモノブチルエーテル（沸点：２７８℃）
・ＰＧＭＢＥ：プロピレングリコールモノブチルエーテル（沸点：１７０℃）
（表面張力が３０ｍＮ／ｍよりも高い有機溶剤）
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・１，２－ＰＤ：１,２－プロパンジオール（沸点：１８７．６℃）
・１，２－ＢｕＤ：１,２－ブタンジオール（沸点：１９４℃）
・１，５－ＰｅｎＤ：１,５－ペンタンジオール（沸点：２３９℃）
【００８４】
　上記の顔料分散液を用いて表１に記載の通りの原料をディスパーにて撹拌を行いながら
混合し、十分に均一になるまで攪拌した後、１μｍおよび０．４５μｍのメンブランフィ
ルターで濾過を行い、ヘッドつまりの原因となる粗大粒子を除去しインクを調製した。調
製したシアン、マゼンタ、イエロー、ブラックの４色のインクを１組のインクセットとし
、組成の異なる実施例１～２４、比較例１～５のインクセットを得た。これらのインクセ
ットを用いて以下の評価を行った。
【００８５】
　調製したインクの評価方法について下記に示す。
【００８６】
（評価１：粘度の安定性評価）
実施例１～２４、比較例１～５で得られたインクの粘度をＥ型粘度計（東機産業社製ＴＶ
Ｅ－２０Ｌ）を用いて、２５℃において回転数５０ｒｐｍという条件で測定した。このイ
ンクを７０℃の恒温機に保存し、経時促進させた後、経時前後でのインクの粘度変化を評
価した。評価基準は下記のとおりであり、Ａ、 Ｂ評価が実用可能領域である。
Ａ：４週間保存後の粘度変化率が±５％未満
Ｂ：２週間保存後の粘度変化率が±５％未満
Ｃ：１週間保存後の粘度変化率が±５％以上
【００８７】
（評価２：インクの濡れ性評価）
　実施例１～２４、比較例１～５で得られたインクについて、２５℃の環境下でピエゾ素
子を有するインクジェットヘッドを搭載したインクジェットプリンターに充填し、ポリ塩
化ビニルシート（ＰＶＣ）を５０℃に加温しながら印字率１００％のベタ印刷を行い、印
刷物の白抜け度合を目視で確認した。評価基準は下記のとおりであり、ＡＡ、Ａ、Ｂ評価
が実用可能領域である。
ＡＡ：インクが十分に濡れ広がり、目視で白抜けがない上に、濃度ムラがなく均一な画像
が得られているもの
Ａ：インクが程良く濡れ広がり、目視で白抜けがない上に、濃度ムラがなく良好な画像が
得られているもの
Ｂ：インクが程良く濡れ広がり、目視で白抜けがないもの
Ｃ：インクの濡れ広がりが不十分であり、目視で僅かに白抜けが発生しているもの
Ｄ：インクの濡れ広がりが不十分であり、目視で明らかに白抜けが発生しているもの
【００８８】
（評価３：印刷物の混色評価）
実施例１～２４、比較例１～５で得られたインクについて、評価２と同様の基材及び印刷
条件で印刷を行った。但し、シアン、マゼンタ、イエロー、ブラックを隣り合うように（
色の順序はランダムでよい）印刷し、色間における混色度合を目視により評価した。また
、ドットのつながりはルーペで観察し評価した。評価基準は下記のとおりであり、ＡＡ、
Ａ、Ｂ評価が実用可能領域である。
ＡＡ：ドットの融着、色間の色混じりや滲みが全くなく、各色の境界が鮮明であるもの
Ａ：ドットの融着が僅かにあるが、目視で色間の色混じりや滲みが全くなく、各色の境界
が鮮明であるもの
Ｂ：ドットの融着が僅かにあるが、目視で色間の色混じりや滲みが全くないもの
Ｃ：目視で色間の色混じりや滲みが僅かに見られるもの
Ｄ：目視で色間の色混じりや滲みが明らかに見られるもの
（評価４：印刷物の発色性評価）
上記プリンターにてカラーチャート画像を印刷し、分光測色計（Ｘ－ｒｉｔｅ社製）を用
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色再現領域と比較により行った。評価基準は以下のとおりとした。Ａ、Ｂ評価が実用可能
領域である。
Ａ：ジャパンカラー以上の色再現領域
Ｂ：ジャパンカラーと同等の色再現領域
Ｃ：ジャパンカラーに満たない色再現領域
（評価５：印刷物の光沢評価）
評価２の条件で単色及び複数色の掛け合わせで、印字率１００％～２００％のベタ印刷を
行った印刷物を室温で２時間乾燥させた後、印刷物の光沢度合を目視及び６０°光沢計に
て測定し評価した。評価基準は下記のとおりであり、ＡＡ、Ａ、Ｂ評価が実用可能領域で
ある。
ＡＡ：光沢値が非常に高く、印刷物表面の光沢の均一性に優れる
Ａ：光沢値が高く、印刷物表面の光沢の均一性が良好
Ｂ：光沢値が高いが、印刷物表面の光沢が僅かに不均一
Ｃ：印刷物表面の光沢の均一性が悪く、光沢値も低い
Ｄ：印刷物表面の光沢の均一性が著しく悪く、光沢値も低い
（評価６：吐出安定性の評価）
評価２と同様の条件でＰＶＣ上に印字率１００％のベタ印字を行い、１０分ごとにノズル
チェックパターンを印字してノズル抜けの有無を確認し評価を行った。評価基準は下記の
とおりであり、Ａ、Ｂ評価が実用可能領域である。
Ａ：３０分間印字を行ってもノズル抜け無し
Ｂ：２０分間印字を行ってもノズル抜け無し
Ｃ：２０分以内でノズル抜けが発生する
【００８９】
　上記の評価結果は、実施例１～２４、比較例１～５について表２に示す。
【００９０】
　実施例１～２４の組成を有するインクでは、吸収性の低い基材への印刷適性に優れ、発
色性や光沢度の高い印刷品質とインクジェットノズルからの吐出安定性、保存安定性に優
れた品質が得られている。実施例２４ではバインダー樹脂を使用することで、印刷物の耐
性が向上することが確認された。
【００９１】
　一方、本発明の範囲外である比較例においては全ての評価項目を満足し、実用可能な品
質のインクとすることができないことが示されている。一般式（１）で表される化合物を
含まない比較例１においては、マゼンタインクの保存安定性が悪い。また、発色性や光沢
度が低く、優れた印刷品質が得られていない。沸点が本発明の範囲よりも高い有機溶剤を
使用した比較例２においては、基材上における乾燥性が悪く、優れた印刷適性が得られて
いない。沸点が本発明の範囲よりも低い有機溶剤を使用した比較例３においては、乾燥が
早いため、優れた吐出安定性が得られていない。表面張力が本発明の範囲外である有機溶
剤を使用した比較例４、５においては、濡れ性、乾燥性が満足できるものではなく、印刷
品質の低下が見られていた。
【００９２】
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              特開２０１１－２０２０８９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－２６０１３９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１４－１８１３２１（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｃ０９Ｄ　　１１／００－１３／００
              ＣＡｐｌｕｓ／ＲＥＧＩＳＴＲＹ（ＳＴＮ）
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